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 「ミズベリング盛岡勉強会」を開催 
～まちにワクワクする水辺をつくりだそう～ 

 
 

近年、全国でミズベ（水辺）に興味を持つ市民・企業・行政が協力しあって楽しく賑わいの

ある水辺を生み出す活動（ミズベリングプロジェクト）が動き出しています。 

盛岡にも北上川・中津川・雫石川など市内に身近な水辺が多くあり、より楽しく賑わいのあ

る水辺へ発展するポテンシャルのある地域と言えます。 

そこで、地域の皆様に全国で行われている様々な取り組みを知っていただき、今後の盛岡で

の水辺利用について、みなさんと一緒に考えるため「ミズベリング盛岡勉強会」を下記日程で

開催します。 
 

１） 実施日時 
２月２３日（月） １４時００分～１６時００分 

２） 実施場所 
プラザおでって 大会議室 

３） 開催内容 
○講演「ミズベリングってなに？全国の動きを踏まえて！」 

講師：ミズベリング・プロジェクト事務局プロデューサー  山名 清隆氏 
○意見交換 

 

「ミズベリング・プロジェクト」 

 

参考URL：http://mizbering.jp/ 
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代表TEL 019-624-3131 

工務第一課直通TEL 019-624-3198 

 

かつての賑わいを失ってしまった日本の水辺の新しい活用の可能性を創造して

いくプロジェクトです。ミズベリングは「水辺＋RINGA(輪)」、「水辺＋R(リノベ

ーション)＋ING(進行形)」の造語。水辺に興味を持つ市民や企業、そして行政が

三位一体となって、水辺とまちが一体となった美しい景観と、新しい賑わいを生

み出すムーブメントを、つぎつぎと起こしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申し込み下さい。 【申込締切：平成 27 年 2 月 19 日（木）】 

参加申込先 >>>> FAX：019-652-7450  主催 国土交通省 東北地方整備局 岩手河川国道事務所 

問合せ先 >> 工務第一課 TEL：019-624-3198 

【会社名・団体名等】 

                    

【連絡先（TEL）】 

                    

※申込により知り得た個人情報は、本勉強会開催に係る必要な範囲でのみ利用させていただきます。 

プログラム ◆講演 『ミズベリングってなに？ 全国の動きを踏まえて！』
講師：山名清隆（株）スコップ 代表取締役社長 

ミズベリング・プロジェクト事務局 プロデューサー 

 

 
 

     ◆意見交換 
       講師の方や参加されている皆さんと“楽しく賑わいのある水辺”を

生み出すアイディアを話しましょう 

参加無料 

開催日時 

平成 27 年 2 月 23 日（月）14：00～16：00（開場１３：３０） 

開催場所   プラザおでって  大会議室 
住所 盛岡市中ノ橋通一丁目 1-10  （中津川・中の橋近く） 

定員  ６０名（定員に達し次第締め切ります。ご了承下さい。） 

ミズベリングに参加しませんか？ 

 今、全国でミズベ（水辺）を楽しむ活動が動き出しています。これは、水辺に興味を持つ市民・

企業・行政が三位一体となって楽しく賑わいのある水辺を生み出す動きです。皆さんもこの動き

に参加しませんか？    （詳しくはミズベリングＨＰ／http://mizbering.jp/ へ） 

          盛岡市内には、北上川・中津川・雫石川など地域と関わりの

深い川が流れています。中津川では、川の開放感を活かした各種イベントが年間を

通して開催されています。このような活動を活発化させるにはどうしたらよいか、

皆さんといっしょに考えたいと思います。 

※平成 23 年度から規制緩和として『河川空間のオープン化』が始まりました。民間事業者による営利目

的の利用も条件により可能となりました。 
社会実験として行われた 

中津川でのオープンカフェ 

講師のプロフィール 

ミズベリング・プロジェクト事務局プロデューサーの立場から、ミズベリング東京会議、大阪会議、広島

会議、鹿児島会議、松江会議などに参加し、水辺活用の可能性を探っている。また、国土交通省・水管理

国土保全局が事務局を務める「ミズベリング推進研究会」にも参加。 

 

参加希望者の氏名（フリガナ） 

  

  


